
創
立
百
二
十
三
年
目
を
迎
え
た
二
〇

〇
八
年
（
平
成
二
十
年
）
の
今
年
。
不

動
岡
は
ま
た
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
踏
み

込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
学
年
制
」
タ
イ
プ
の
高

校
か
ら
「
単
位
制
」
タ
イ
プ
の
高
校
へ

移
行
し
た
こ
と
で
す
。

昨
年
の
「
学
友
会
だ
よ
り
」
で
御
報

告
し
た
と
お
り
、
不
動
岡
は
二
〇
〇
七

年
度
（
平
成
十
九
年
度
）
か
ら
六
十
五

分
授
業
・
半
期
単
位
認
定
制
（
セ
メ
ス

タ
ー
制
）
を
導
入
し
ま
し
た
。
す
で
に

御
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
よ
う

に
、
セ
メ
ス
タ
ー
制
で
は
こ
れ
ま
で
一

年
間
を
か
け
て
科
目
の
履
修
を
認
定
し

て
い
た
の
を
、
半
期
で
認
定
し
て
い
く

と
い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
高
校
で
学

ぶ
べ
き
教
科
は
三
年
生
の
前
期
ま
で
に

修
了
し
て
、
後
期
は
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

に
応
じ
た
学
習
を
保
証
し
よ
う
と
い
う

制
度
で
す
。
そ
こ
で
こ
の
制
度
で
は
学

年
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
三
年

間
を
六
学
期
と
し
て
考
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
う
な
り
ま
す
と
、
学
年
制

タ
イ
プ
よ
り
も
、
教
科
の
履
修
・
修
得

を
中
心
に
考
え
る
単
位
制
の
ほ
う
が
、

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
こ
の
制
度
を
活
か
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
特
に
三

年
生
後
期
で
は
、
生
徒
の
志
望
大
学
に

合
わ
せ
た
学
習
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ

で
は
セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
や
国
公
立
大

学
の
二
次
試
験
、
難
関
私
大
に
向
け
た

対
策
の
多
く
の
講
座
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
く
の
教
員
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
単
位
制
に
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
教
員
の
定
数
が
増
加
し

て
、
よ
り
生
徒
の
要
望
を
生
か
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
セ
メ
ス

タ
ー
制
、
そ
し
て
そ
れ
を
よ
り
推
進
す

る
進
学
重
視
型
の
単
位
制
と
い
う
シ
ス

テ
ム
を
今
後
う
ま
く
活
用
し
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
不
動
岡
の
進
学
実
績
の

向
上
が
図
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
ま
た
、
諸
先
輩
方
の
そ
し
て

こ
の
地
域
の
進
学
校
と
し
て
の
期
待
に

応
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

不
動
岡
高
校
が
誕
生
し
た
一
八
八
六

年
（
明
治
十
九
年
）
は
、
帝
国
大
学
令
、

そ
し
て
学
校
令
（
小
学
校
令
等
）
が
公

布
さ
れ
た
年
で
す
。
日
本
は
ま
だ
不
平

等
条
約
下
に
あ
り
、
そ
の
改
正
の
た
め

に
翌
年
に
は
鹿
鳴
館
で
盛
ん
に
舞
踏
会

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
欧
米
列
強
国
と

対
等
な
関
係
に
立
ち
、
真
の
近
代
化
を

図
る
た
め
に
は
教
育
の
力
が
必
要
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
本
校
創
立
者
た
ち
は

そ
の
時
代
を
読
み
、
そ
し
て
そ
の
先
ま

で
見
通
し
て
私
財
を
は
た
い
て
学
校
づ

く
り
を
し
ま
し
た
。
そ
の
精
神
が
今
も

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

本
校
伝
統
子
根
本
に
あ
る
。
だ
か
ら
常

に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
け
る
の

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
セ
メ
ス
タ
ー
委
員
会
委
員
長

長
島

巖
（
八
十
二
回
卒
）】

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
一
喜
一
憂
し
た
夏
が
終
わ
り
ま
し
た
。

最
近
の
社
会
は
、
諸
物
価
の
高
騰
や

食
品
に
関
す
る
事
件
・
事
故
な
ど
、
生

活
に
対
す
る
不
安
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

生
活
に
対
す
る
「
安
全
」
と
「
安
心
」

が
脅
か
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ

も
、
安
全
は
客
観
的
な
も
の
で
あ
り
、

安
心
は
主
観
的
な
も
の
で
す
。
安
心
は
、

客
観
的
に
安
全
な
状
況
、
安
全
に
対
す

る
要
求
水
準
、
事
件
や
危
険
性
の
報
道

な
ど
の
情
報
量
、
危
険
認
識
に
対
す
る

感
度
・
感
性
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も

の
で
す
。
安
全
な
状
況
を
作
り
、
そ
の

情
報
を
提
供
し
て
も
、
人
々
の
安
全
に

対
す
る
要
求
水
準
や
感
性
が
そ
れ
以
上

に
高
ま
れ
ば
、
安
心
感
を
与
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
安
心
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
他
者
が
そ
れ
を
実
現
す
る

と
か
、
高
め
る
と
か
操
作
す
る
こ
と
が

極
め
て
困
難
な
も
の
で
す
。

行
政
や
企
業
な
ど
に
で
き
る
こ
と
は
、

ま
ず
、
客
観
的
に
安
全
な
状
況
を
作
る

こ
と
な
ど
、
製
造
・
流
通
の
責
任
を
果

た
す
こ
と
、
そ
の
安
全
性
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
を
十
分
に
す
る
な
ど
の
説
明
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責
任
を
果
た
し
て
、
信
頼
を
得
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
根
底
に

は
、
そ
れ
に
携
わ
る
人
の
モ
ラ
ル
な
ど

人
間
性
・
人
間
力
に
関
わ
る
こ
と
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
利
益
や
評
価
を
重
視

す
る
あ
ま
り
、
客
観
的
な
状
況
ば
か
り

で
な
く
、
人
々
の
感
性
な
ど
主
観
的
な

も
の
ま
で
操
作
で
き
る
、
ご
ま
か
す
こ

と
が
で
き
る
と
誤
解
し
て
し
ま
う
愚
行

が
、
社
会
に
横
行
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
若
者
た
ち

が
、
人
権
や
個
性
、
感
性
な
ど
一
人
ひ

と
り
の
人
生
を
尊
重
し
な
が
ら
、
利
益

と
評
価
を
追
及
で
き
る
、
成
熟
し
た
社

会
を
作
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

本
年
四
月
に
長
澤
校
長
の
後
任
と
し

て
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
校
長
の
舘

と
申
し
ま
す
。
私
は
内
示
の
翌
日
に
学

校
を
訪
れ
、
最
新
設
備
を
備
え
た
新
校

舎
、「
歩
一
歩
」
の
像
な
ど
の
数
々
の

彫
刻
、
グ
ラ
ン
ド
三
面
を
有
す
る
広
大

な
敷
地
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ま
ず
驚

嘆
い
た
し
ま
し
た
。
創
立
一
二
三
年
の

伝
統
と
文
化
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
る
本
校
に
赴
任
で
き
た
こ
と
を
大
変

光
栄
に
思
う
と
と
も
に
、
私
に
課
せ
ら

れ
た
責
務
の
重
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

本
校
は
、
新
不
動
岡
プ
ラ
ン
を
も
と

に
、「
明
日
の
世
界
を
創
造
す
る
品
格

あ
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
目
指
し
て
、

平
成
十
九
年
度
か
ら
六
十
五
分
授
業
、

セ
メ
ス
タ
ー
制
（
半
期
単
位
認
定
制
）、

平
成
二
十
年
度
か
ら
進
学
重
視
型
単
位

制
へ
と
移
行
し
、
全
国
で
も
数
少
な
い

教
育
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
学
校
と
な
り
ま

し
た
。
私
は
、
ま
ず
、
こ
の
新
た
な
教

育
シ
ス
テ
ム
を
定
着
さ
せ
、「
大
学
へ

の
合
格
力
」
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
課

せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
授
業
改
善
、
生
徒
面

談
の
充
実
、
高
大
連
携
の
拡
大
、
土
曜

活
用
な
ど
に
よ
り
、「
確
か
な
学
力
と

知
性
」
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
習
の
み
に
偏
る
こ
と
な

く
、
部
活
動
、
学
校
行
事
等
諸
活
動
に

対
し
て
も
全
力
で
取
り
組
む
姿
勢
を
育

む
こ
と
も
欠
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
質
実
剛
健
」
の
不
動
岡
精
神
の
も
と
、

こ
の
よ
う
な
諸
活
動
、
地
域
貢
献
活
動
、

国
際
交
流
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
心
身

を
鍛
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
ち
、

国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。学

友
会
の
皆
様
に
は
、
本
校
の
教
育

方
針
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

物
心
両
面
で
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

財
団
法
人

高
沢
育
英
会
理
事
長

小
野
田
義
雄

本
育
英
会
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
の
経

緯
に
つ
い
て
は
、
昭
和
５８
年
２
月
１１
日

に
開
催
さ
れ
た
学
友
会
総
会
に
お
い
て

「
創
立
１
０
０
周
年
に
因
み
有
為
な
生

徒
の
奨
学
・
育
英
を
図
る
」
た
め
の
制

度
設
立
の
要
望
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た
久
喜
市
在

住
の
実
業
家

高
沢
三
次
郎
氏
か
ら
５

千
万
円
の
寄
付
申
し
出
が
あ
り
、
こ
の

寄
付
金
を
基
金
に
し
て
昭
和
６０
年
２
月

１
日
財
団
法
人
高
沢
育
英
会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

財
団
法
人
高
沢
育
英
会
の
目
的
は
、

北
埼
玉
地
域
の
優
れ
た
青
少
年
に
対
し

奨
学
援
助
を
行
い
も
っ
て
、
社
会
有
用

の
人
材
を
育
成
す
る
も
の
で
、
昭
和
６０

年
度
か
ら
現
在
ま
で
同
域
内
の
公
立
中

学
・
高
校
に
在
学
す
る
者
及
び
同
域
内

の
公
立
高
校
を
卒
業
し
た
大
学
生
に
奨

学
金
を
給
付
す
る
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

昭
和
６０
年
度
の
事
業
開
始
か
ら
平
成

２０
年
度
ま
で
の
２３
年
間
で
、
給
付
者
総

数
は
延
べ
４
０
１
名
、
給
付
総
額
は
４

４,

２
４
０,

０
０
０
円
に
の
ぼ
っ
て

お
り
ま
す
。
本
育
英
会
の
果
た
し
た
役

割
は
数
字
の
示
す
と
お
り
大
き
な
も
の

で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

学
友
会
総
会
の
要
望
で
設
立
さ
れ
た

本
育
英
会
の
活
動
状
況
を
、
紙
面
の
一

部
を
お
借
り
し
て
学
友
会
会
員
の
皆
様

に
ご
報
告
す
る
と
共
に
寄
付
者
の
高
沢

三
次
郎
氏
に
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

５８

浅
井

博

瑞
宝
小
綬
章

６２

羽
鳥

藤
雄

旭
日
双
光
章

６５

清
水

延
浩

旭
日
小
綬
章

６７

古
峰

孝

瑞
宝
双
光
章

６７

卯
木

郁
朗

瑞
宝
双
光
章

６８

荒
川

誠

瑞
宝
小
綬
章

８１

中
山

進

久
喜
市
立
江
面
第
二
小
学
校
長

８１

神
田

徳
雄

大
利
根
町
立
豊
野
小
学
校
長

８３

松
岡

進

埼
玉
県
都
市
整
備
部
長

８３

石
塚

孝
義

県
立
庄
和
高
校
長

８３

荻
山

芳
朗

行
田
太
田
中
学
校
長

８５

坪
井

文
夫

幸
手
東
中
学
校
長

８６

五
ヶ
谷
公
一

久
喜
南
中
学
校
長

８６

角
田

守

春
日
部
市
立
幸
松
小
学
校
長

８７

小
谷
野
富
雄

川
口
芝
園
中
学
校
長

８８

関
根

均

県
立
杉
戸
高
校
長

８８

松
永

茂
男

加
須
平
成
中
学
校
長

菖
１０

中
山

英
男

瑞
宝
単
光
章

平成２０年度 慶祝者名一覧
（敬称略）

着
任
に
あ
た
っ
て

校
長

舘

眞

一

人

事

異

動

転
入

職
名

氏

名

教

科

前

任

校

校
長

舘

眞
一

英

語

和
光
高
校

主
幹

野
口

真
司

理

科

寄
居
高
校

教
諭

飯
島

清
志

地

歴

騎
西
高
校

西
岡

浩
三

地

歴

羽
生
実
業
高
校

池
田

浩
二

数

学

幸
手
高
校

森

響
一

理

科

新
採
用

利
根
川

哲

英

語

松
山
高
校

塩
原

壮

英

語

羽
生
高
校

岸

礼
子

国

語

春
日
部
女
子

高
校

（
臨
）

小
杉
友
季
子

数

学

越
谷
北
高
校（臨

）

佐
藤

友
孝

理

科

川
口
青
陵
高
・

吉
川
高
（
非
）

小
澤

照
恵

音

楽

熊
谷
市
立
女

子
高
校
（
臨
）

養
護

教
諭

小
俣
絵
里
奈

新
採
用

主
任

中
村

砂
織

不
動
岡
誠
和
高
校

主
事

篠
塚

和
也

岩
槻
北
陵
高
校

主
任

司
書

大
木
あ
さ
こ

浦
和
図
書
館

退
職
、
転
出
等

職
名

氏

名

教

科

転
出
・
採
用
先

校
長

長
澤

智
則

理

科

退
職

教
諭

柴
崎

道
子

国

語

桶
川
高
校

間
庭

茂

地

歴

進
修
館
高
校

滝
沢

紀
正

理

科

幸
手
高
校

吉
田

典
子

音

楽

寄
居
城
北
高
校

山
口

友
司

英

語

栗
橋
高
校

白
石

正
夫

英

語

杉
戸
農
業
高
校

齋
藤

友
香

家

庭

岩
槻
北
陵
高
校

教
諭

（
臨
）
猪
俣

京
子

理

科

越
谷
東
高
校

安
井

修

数

学

上
尾
南
高
校

養
護

教
諭

村
田

有
美

深
谷
第
一
高
校

非
常
勤

講
師

森
田

純
子

国

語

伊
藤

信
博

理

科

桑
原

大
輔

保
健
体
育

蓮
田
高
校（
教
諭
）

主
任

大
熊

豊

東
松
山
養
護
学
校

（
担
当
課
長
）

主
事

（
臨
）
大
久
保
美
紀
江

久
喜
工
業
高
校

司
書

（
臨
）
海
藤

由
美

伊
奈
学
園

総
合
高
校

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

高
沢
育
英
会
活
動
報
告
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今
年
度
の
セ
ン
タ
ー
試
験
出
願

者
数
は
、
三
五
五
名
で
あ
り
、
約

九
八
％
の
出
願
率
で
あ
っ
た
。
本

校
で
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
に
お
け

る
各
教
科
・
科
目
の
平
均
得
点
率

が
七
〇
％
を
超
え
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
る
が
、
超
え
た
教
科
科

目
は
、
数
学
�
Ａ
・
日
本
史
Ｂ
の

二
科
目
で
あ
っ
た
。
全
国
的
に
五

教
科
七
科
目
の
文
系
や
六
教
科
七

科
目
の
理
系
の
総
合
型
平
均
点
が

伸
び
て
い
る
状
況
の
な
か
で
、
本

校
生
が
受
験
に
必
要
な
科
目
で
七

〇
％
以
上
の
得
点
を
と
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
ほ
し
い
。

平
成
十
九
年
度
の
卒
業
生
の
進

路
状
況
は
、
四
年
制
大
学
へ
の
進

学
者
は
二
八
四
名
、
短
期
大
学
へ

一
名
、
専
門
学
校
へ
九
名
、
就
職

し
た
生
徒
は
四
名
（
防
衛
大
一
名

を
含
む
）、
来
春
の
進
学
に
む
け

て
予
備
校
等
で
準
備
す
る
生
徒
は

五
八
名
、
海
外
へ
留
学
す
る
等
の

生
徒
は
四
名
で
あ
っ
た
。

国
立
大
学
へ
の
進
学
で
は
、
首

都
圏
や
関
東
圏
を
中
心
に
し
て
五

九
名
が
合
格
し
た
。
ま
た
公
立
大

学
で
は
、
埼
玉
県
立
大
を
は
じ
め

九
名
が
合
格
し
た
。
こ
の
結
果
は
、

本
校
生
の
志
望
大
学
に
お
け
る
セ

ン
タ
ー
試
験
の
合
格
得
点
が
、
合

格
ラ
イ
ン
ま
で
伸
び
な
か
っ
た
こ

と
や
志
望
大
学
が
首
都
圏
や
関
東

圏
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ

び
既
卒
生
の
国
公
立
大
学
へ
の
受

験
件
数
が
少
な
い
こ
と
が
原
因
と

思
わ
れ
る
。

私
立
大
学
に
は
、
延
べ
七
九
〇

名
の
生
徒
が
合
格
し
、
二
八
六
名

（
卒
を
含
む
）
が
進
学
し
た
。
こ

の
結
果
か
ら
多
く
の
生
徒
が
首
都

圏
の
難
関
私
立
大
学
や
知
名
度
の

高
い
大
学
を
目
指
し
て
挑
戦
し
た

こ
と
な
ど
が
推
察
さ
れ
る
。

現
役
生
二
八
四
名
の
学
部
別
進

学
者
数
で
は
、
工
学
系
五
一
名
、

人
文
教
養
系
四
八
名
、
法
学
政
治

社
会
系
三
三
名
、
経
済
系
二
九
名
、

教
育
系
二
七
名
、
国
際
学
系
二
二

名
、
理
学
系
二
一
名
、
看
護
医
療

保
健
系
一
九
名
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。今

年
度
の
特
徴
で
は
、
受
験
生

の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
総
合
型
平
均

点
が
上
昇
し
た
た
め
に
、
受
験
生

の
積
極
的
な
出
願
が
目
立
っ
た
。

ま
た
、
難
関
国
立
大
や
首
都
圏
の

知
名
度
の
高
い
大
学
に
志
願
者
が

集
中
し
た
た
め
に
、
本
校
生
も
第

一
志
望
の
大
学
を
目
指
し
て
来
春

の
入
試
の
準
備
を
す
る
生
徒
も
い

る
状
況
で
あ
る
。

文
責

八
〇
回
卒

進
路
指
導
部
主
任

藤
田

竹
一

恒
例
の
学
友
の
集
い
を
左
記
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
。
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
っ
た
母
校
を
、
ご
自
身
の
目
で
ご

覧
頂
き
つ
つ
、
旧
交
を
暖
め
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時
平
成
二
十
年
十
一
月
九
日
�

午
前
一
〇
時
よ
り

会

場
埼
玉
県
立
不
動
岡
高
等
学
校

不
動
岡
ホ
ー
ル

総
会
議
事

�
平
成
１９
年
度
会
務
報
告

�
平
成
１９
年
度
会
計
報
告

�
慶
祝
者
表
彰

�
そ
の
他

懇
親
会

不
動
岡
百
周
年
記
念
会
館
に
て

懇
親
会
費

三
、
〇
〇
〇
円

（
当
日
受
付
で
い
た
だ
き
ま
す
）

お
問
合
わ
せ
は

�
〇
四
八
〇
―
六
一
―
〇
一
四
〇ま

で

二
〇
〇
八
年
度
入
試
の
結
果

現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率 ８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％ 現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率 ７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％％
過去３年間の合格者（延べ人数）

大 学 名 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度

国

公

立

大

学

弘 前 大 1 1
東 北 大 2
茨 城 大 2 1
筑 波 大 9 5 6
宇 都 宮 大 7 1 8
群 馬 大 4 5 1
埼 玉 大 22 30 26
千 葉 大 5 5 1
お 茶 の 水 女 子 大 2
電 気 通 信 大 1
東 京 大 1 1
東 京 外 大 4 6
東 京 学 芸 大 2 5 1
東 京 農 工 大 3 1 2
一 橋 大 1 1 1
横 浜 国 立 大 1 3
新 潟 大 1 2 3
信 州 大 1 1
札 幌 医 大 1
高 崎 経 大 4 3 1
埼 玉 県 立 大 6 7 8
首 都 大 東 京 1 5
横 浜 市 立 大 3 1
そ の 他 8 5 0
国 公 立 合 計 87 84 68

大 学 名 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度

私

立

大

学

獨 協 大 39 47 46
文 教 大 35 38 34
青 山 学 院 大 11 15 11
学 習 院 大 12 14 16
慶 応 大 5 2 4
国 際 基 督 教 大 1 2 2
芝 浦 工 大 31 19 19
上 智 大 8 11 8
成 城 大 14 11 22
中 央 大 24 20 31
津 田 塾 大 6 1 2
東 京 薬 大 1 2 6
東 京 理 大 26 20 29
東 洋 大 84 80 64
日 本 大 50 56 53
日 本 女 子 大 18 15 5
法 政 大 53 50 38
明 治 大 49 43 32
明 治 薬 大 5 5 14
立 教 大 52 46 50
早 稲 田 大 22 14 13
立 命 館 大 1 3 3
そ の 他 330 279 288
私 立 大 合 計 877 793 790

訃

報

斉
藤

哲
夫

様

旧
職
員

学
友
の
集
い
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
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豪
州
・
中
国
へ
の
海
外
研
修

全
国
に
羽
ば
た
く
不
高
生

土
曜
補
習
開
始

埼
玉
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て

新
聞
部

全
国
高
文
祭
五
年
連
続
参
加

文
芸
部

全
国
高
文
祭
に
参
加

本
校
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
中
国

に
姉
妹
校
が
あ
り
、
夏
季
休
業
中
に
、

そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
は
、
七
月
二

十
九
日
か
ら
八
月
十
一
日
ま
で
の
十
四

日
間
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
に
あ
る

キ
ン
ガ
ロ
イ
高
校
を
訪
問
。
校
長
が
現

地
で
、
今
年
度
か
ら
四
年
間
の
姉
妹
校

継
続
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
、
現
地
の
生
徒
と
一
緒
に
授
業
を

受
け
た
り
、
文
化
・
習
慣
の
異
な
る
国

で
の
生
活
を
体
験
し
、
英
語
力
を
向
上

さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
国
研
修
は
、
八
月
十
五
日

か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
八
日
間
、
内
モ

ン
ゴ
ル
自
治
区
に
あ
る
フ
フ
ホ
ト
第
二

中
学
を
訪
問
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
大
草

原
で
の
パ
オ
の
宿
泊
体
験
で
は
中
国
大

陸
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
研
修
で
も
国
境
を
越
え
て

学
ぶ
貴
重
な
体
験
を
し
た
生
徒
た
ち
は

大
き
く
成
長
し
た
よ
う
で
す
。

○
英
語
弁
論
大
会
全
国
優
勝
！

外
国
語
科
の
田
村
寧
子
は
、
さ
い
た

ま
市
で
開
催
さ
れ
た
「
高
校
生
英
語
弁

論
大
会
」
で
全
国
第
一
位
に
あ
た
る
外

務
大
臣
賞
を
見
事
受
賞
し
ま
し
た
。

○
独
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
！

外
国
語
科
の
今
給
黎
友
里
・
昆
和
沙
・

小
山
真
由
は
、
獨
協
大
学
主
催
の
ド
イ

ツ
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
。

昆
・
小
山
は
「
審
査
員
特
別
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

八
月
三
十
日
か
ら
土
曜
補
習
が
始
ま

り
、
五
教
科
九
講
座
が
開
講
さ
れ
、
三

年
生
の
べ
二
三
〇
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

「
確
か
な
合
格
力
」
を
身
に
付
け
、
来

春
の
栄
冠
を
勝
ち
取
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

「
限
界
を
超
え

飛
び
立
つ
君
よ

永
遠
の
風
に
な
れ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

地
元
埼
玉
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
陸
上
競
技
部
は
６
月
に
関

東
大
会
（
東
京
）
で
５
種
目
８
名
が
出

場
し
４
０
０
Ｍ
、
棒
高
跳
、
４
×
４
０

０
Ｍ
Ｒ
で
見
事
全
国
大
会
の
切
符
を
手

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
陸

上
は
個
人
種
目
が
主
と
思
わ
れ
が
ち
の

中
、
今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
チ
ー
ム

プ
レ
ー
と
し
て
の
リ
レ
ー
で
全
国
出
場

を
果
た
せ
た
の
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ

た
。
結
果
は
４
０
０
Ｍ
（
３
年
岡
安
）

は
残
念
な
が
ら
予
選
落
ち
で
あ
っ
た
が
、

棒
高
跳
（
１
年
川
島
）
は
４
�
７０
を
ク

リ
ア
ー
し
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。
翌

日
の
決
勝
は
気
負
い
す
ぎ
で
従
来
の
力

を
発
揮
で
き
ず
に
本
人
は
大
変
悔
し
が

っ
て
い
た
。
ま
だ
１
年
な
の
で
今
後
が

楽
し
み
で
あ
る
。４
×
４
０
０
Ｍ
Ｒ（
オ

ー
ダ
ー
は
２
年
成
田
、
３
年
蛭
間
、
３

年
岡
安
、
３
年
白
鳥
）
は
予
選
を
チ
ー

ム
新
記
録
で
突
破
し
、
準
決
勝
で
も
全

員
が
最
大
限
の
す
ば
ら
し
い
力
走
を
し
、

わ
ず
か
０
・
３
秒
及
ば
ず
決
勝
進
出
を

逃
す
も
の
の
全
国
９
位
の
大
健
闘
で
あ

っ
た
。
記
録
は
３
分
１５
秒
４９
で
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
に
出
場
し
た
関
東
高
校
で
は
ト

ッ
プ
で
あ
り
大
い
に
不
動
岡
の
名
を
全

国
に
轟
か
せ
て
く
れ
た
好
成
績
で
あ
っ

た
。今

大
会
を
含
め
日
頃
よ
り
陸
上
競
技

部
後
援
会
を
は
じ
め
と
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

後
援
会
の
お
力
添
え
に
深
く
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
今
後
と
も
不
動
岡
高
校
の

部
活
動
全
体
の
発
展
の
た
め
、
ご
支
援

等
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。顧

問

小
堀

泰
代

今
、
新
聞
部
が
元
気
で
す
。
今
年
も

群
馬
県
（
前
橋
市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
通
称
高
文

祭
）」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
文
化
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
呼

ば
れ
て
、
全
国
の
文
化
部
で
活
躍
し
て

い
る
高
校
生
た
ち
が
県
を
代
表
し
て
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
や
表
現
力
を

披
露
し
あ
い
交
流
を
深
め
る
も
の
で
す
。

本
校
新
聞
部
は
今
回
で
、
第
二
十
八
回

徳
島
大
会
以
来
五
年
連
続
の
参
加
と
な

り
ま
す
。
こ
の
大
会
へ
の
参
加
は
、
県

内
の
コ
ン
ク
ー
ル
と
は
別
に
、
一
年
間

に
制
作
し
た
す
べ
て
の
新
聞
を
全
国
の

「
年
間
紙
面
審
査
」
と
い
う
審
査
会
に

応
募
し
て
、
そ
こ
で
入
賞
し
た
学
校
が

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
年
は

全
国
か
ら
百
十
三
校
・
二
百
七
十
人
の

新
聞
部
（
新
聞
委
員
会
）
の
生
徒
が
集

ま
り
ま
し
た
。

五
年
連
続
の
全
国
大
会
参
加
は
、
部

員
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
「
誇
り
と
自

信
」
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
そ
れ
が
程
よ
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と

な
り
、
昨
年
よ
り
も
い
い
新
聞
を
作
ろ

う
と
い
う
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
頭
で
書
く
な
、
足
で
書
け
」
を
合
言

葉
に
取
材
を
大
切
に
し
て
、
学
校
を
、

地
域
を
、
そ
し
て
遠
方
ま
で
飛
び
回
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
不
動
岡
の

今
」
を
報
道
し
、
記
録
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
新
聞
部
の
活
動

へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

顧
問

長
島

巖

第
三
十
二
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
（
群
馬
大
会
）
文
芸
部
門
に
、
文

芸
部
三
年
平
井
俊
君
が
参
加
し
た
。
平

井
君
は
、
昨
年
、
埼
玉
県
高
校
生
文
芸

コ
ン
ク
ー
ル
散
文
部
門
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
。
県
の
代
表
と
な
っ
た
。
受
賞
作

は
「
き
み
が
聴
こ
え
る
」
だ
っ
た
。

群
馬
大
会
で
は
、
全
体
交
流
会
、
文

学
散
歩
、
部
門
別
交
流
会
・
分
科
会
、

記
念
講
演
会
が
三
日
間
の
日
程
で
行
わ

れ
た
。
全
体
会
で
は
参
加
者
か
ら
募
っ

た
読
み
札
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
文
学
カ

ル
タ
が
紹
介
さ
れ
た
。
埼
玉
県
出
身
の

詩
人
を
よ
ん
だ
「
さ
め
ざ
め
と
故
郷
を

歌
う
岡
本
潤
」
と
い
う
平
井
君
の
作
品

も
読
み
札
に
な
っ
て
い
る
。
分
科
会
は
、

参
加
者
が
班
に
分
か
れ
、
合
評
、
班
別

の
報
告
、
全
体
で
の
合
評
、
講
師
の
先

生
の
講
評
と
い
う
流
れ
で
行
わ
れ
た
。

平
君
は
、「
い
つ
か
、
ご
み
の
よ
う
に

美
し
い
世
界
で
」
と
い
う
作
品
を
出
品
。

丁
寧
で
美
し
い
描
写
は
、
班
内
で
も
高

い
評
価
を
得
て
い
た
。
ま
た
、
講
師
の

中
沢
け
い
先
生
か
ら
も
「
内
容
に
ひ
か

れ
る
。
高
校
生
で
な
い
と
書
け
な
い
テ

ー
マ
だ
。」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い

た
。
こ
の
合
評
会
で
は
生
徒
た
ち
の
作

品
へ
の
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

書
く
こ
と
を
大
切
に
す
る
一
人
ひ
と
り

の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

分
科
会
後
、
私
た
ち
は
帰
路
に
つ
い

た
が
、
と
て
も
刺
激
的
な
大
会
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
は
、
若
い
高
校
生
達
が
言

葉
と
格
闘
し
、
こ
だ
わ
り
、
向
き
合
っ

て
い
た
。
そ
し
て
柔
ら
か
な
心
、
斬
新

な
目
で
言
葉
を
紡
い
で
い
た
。「
不
動

岡
高
校
の
生
徒
と
し
て
こ
こ
に
参
加
で

き
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
。」
と
の

平
井
君
の
言
葉
が
印
象
的
で
あ
る
。
不

動
岡
高
校
の
校
章
に
は
ペ
ン
が
か
た
ど

ら
れ
て
い
る
。
書
く
こ
と
の
伝
統
を
こ

れ
か
ら
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

文
芸
部
顧
問

小
秋
元
美
弥
子

現
在
の
不
動
岡
高
校
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